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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、現在完了時制の意味用法をあらためて問い直し、とりわけ語用論
的意味を歴史的に跡付ける試みである。その際、発話時点・事象時点・観察時
点という三つの時点を基準にして現代英語の時制分析から体系化を試みたライ
ヒェンバッハ（H. Reichenbach）に依拠しつつも、そこでは概念規定が不明瞭で
あった観察時点の機能をさらに二つの観点に分割することによって、現代語ド
イツ語の現在完了時制の本質を明らかにし、さらにその観点で、古高ドイツ語
および中高ドイツ語の代表的作品から集めた資料からさまざまな表現を通時的
に辿り、現在完了表現を歴史の流れの中で明確にとらえようとした労作である。 
全体の構成は次のとおりである。 
 
 序論 
第１部 現代語の現在完了 
第１章 時制論における現在完了の位置づけ 
第２章 現在完了と過去の違い 
第３章 観察時間 
第４章 発話状況との関係 
第２部 現在完了の通時的変遷 
第１章 現在完了の起源と原初的状況 
第２章 動詞時制体系の変遷 
第３章 現在完了の形態的・意味的発達 
第４章 中高ドイツ語における現在完了の意味用法 
第３部 時間性、人称性、話法性 
第１章 コンテクストの時間性 
第２章 現在完了文に使用される人称 
第３章 コンテクストに見られる話法性 
第４章 文接続における意味関係 
  結論 
 
  
 
先ずは序論で、今日のドイツ語における現在完了時制の語用論的状況を概観
し、過去時制との比較から現在完了時制の本質を明らかにするポイントを整理
する。 
第 1 部では、現代語の時制論研究を概観して現在完了が時制カテゴリーとし
ていかなる本質的意味をもっているかを共時的に考察し、その問題点を明らか
にし新たな視点からその解決策の可能性を探る。先ず、第１章において R. Tieroff, 
P. Radtke, W. Admoni, F. Blatz, P. Eisenberg, W. Jung, W. Schmidt, K. Duden など歴
代の研究者、研究書のさまざまなアプローチを紹介しつつ検討する。前時か同
時かの相対的時間に基づく区分と継続か完結かのアスペクト性を総合し、筆者
はさらに、話法的視点からの考察の必要性を指摘し、後の課題とする。 
第２章では、ドイツ語の現在完了の形式的・意味的な特徴を過去時制との比
較で見る。H. Reichenbach は発話時点、事象時点、参照時点という三つの観点を
区別し、基準点としての発話時点と出来事との相対的位置から、過去、同時、
未来に三つの観察時点を置き、同じ過去の事柄を表わす過去時制と現在完了時
制の違いが観察時点の位置によるものとした。観察時点が事象時点と一致する
場合が単純過去、観察時点が発話時点と一致する場合が現在完了ということに
なる。現在完了で表わされた内容は何らかの意味で現在まで続いているという
点で、過去時制と異なる。変容相動詞の場合にそれが当てはまり、さらに、現
在完了文には現在指示および未来指示の時間添加語が添えられることも可能で
あることが述べられる。 
第３章では、話者が動詞行為を観察するための出発点とする観察時点につい
て考察される。客観的過去しか表わさない過去時制と違って、現在完了には観
察時点に後時性が認められることがあり、「完結性」や「遂行」という、客観的
時間に左右されないアスペクト性が認められることが大きな特徴である。さら
に 、 現 在 完 了 時 制 に は 動 詞 行 為 を 後 時 的 観 点 か ら 眺 め る 回 顧 的 視 線 
(Rückpersperkive)が備わっていると筆者は主張する。 
第４章では、現在完了で表わされる文の意味内容とは別に、その文を述べる
話者の観点から見た「現在性」について考察される。現在完了は過去の出来事
と結びつけられる時間的現在だけではなく、コンテクストから見た発話状況と
も密接に関係し、発話内容が新情報であるほど、あるいは話者がこれを新情報
と考えるほど現在完了が用いられる。 
このようにして、現在完了は過去と類似した時制ではなく、発話状況が重視
される現在時制性を帯びた時制形式であり、日常会話に適した時制形式である
と結論される。 
 第２部においては、現在と過去の二つの時制しか持たなかったゲルマン語派
のひとつとしてのドイツ語が、如何に６時制体系を整えるに至ったのかについ
て、その原初的状況から中高ドイツ語期、古高ドイツ語期を経て如何に変遷し
てきたのかを跡付ける。先ず第１章で、ゲルマン語期の文献資料であるゴート
語の聖書に見られる sein＋過去分詞の結びつき２例と haben＋過去分詞の結びつ
き３例を聖書の典拠となったギリシャ語の原典と比較し、いずれの個所も過去
分詞が、sein の場合は主語と同じ主格の格語尾を、haben の場合は目的語と同じ
対格語尾をもっていることから、これらの結び付きはまだ文法機能を果たして
いるとは言い難く、ドイツ語期の初期（８世紀半ばの古高ドイツ語）の文学で
もまだ、その状況が進んでいないことが確認される。 
しかし、中期になると、同じく聖書文学ではあるが、タツィアンの『共観福
音書』、オトフリトの『総合福音書』などでは屈折語尾が付かない例が増え、sein 
(haben)＋過去分詞が次第に一定の統語単位とみなされ始めるようになることが
示される。 
 第２章では、ゲルマン語からドイツ語へ、そしてドイツ語期に入ってからの
言語変遷の中で動詞体系がどのようのプロセスで整備されてきたのかを概観し、
現在完了表現の歴史的位置づけを明らかにする。 
 第３章では、haben が動詞本来の意味を失うとともに過去分詞も元来の受動的
意味をなくし、これらの結びつきが再分析という現象の結果、大きく完了表現
へと進む様子が用例を挙げて示されたあと、第４章では中高ドイツ語に見られ
る完了表現が「時間性」と「アスペクト性」の観点から検討される。その結果、
過去の完了的できごとを表わす現在完了には、つねに後時的観点があり、さら
に、それは時間を越えた位置をとることもあることが確認される。これは現代
ドイツ語の現在完了に見られるのと同じ特徴である。 
 第３部では、古高ドイツ語と中高ドイツ語の代表的な作品の用例を検討し、
上で見た現在完了の諸特徴がこれらの作品に如何に現われているかを、第１章
ではコンテクストの時間性から、第２章では、現在完了文に使用される人称に
ついて、第３章では、コンテクストに見られる話法性の観点から、第４章では
コンテクストの具体的なありかたを現在完了文と接続する文の種類から詳しく
検証する。 
 以上のような検討を踏まえて筆者は、現在完了時制の機能について、現代ド
イツ語のみならず通時的にも、時間性、アスペクト性、話法性の観点から体系
的な現在完了論を構築できるのではないかと提言する。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 現代ドイツ語の現在完了時制は英語とは異なり、その用法について過去時制
との区別が明確でないところがあり、従来からさまざまな議論のあるところで
ある。金子哲太氏の学位申請論文は、先ず、それらのさまざまな見解を綿密に
検討する。金子氏は、それらの研究を渉猟したあと H. Reichenbach の提唱する
体系に Duden その他の見解を踏まえ、現在完了時制の本質を理解するためには
アスペクト性と話法性を時間的指示機能と同列に扱う視点の必要性を主張する。
アスペクトとは本来ロシア語文法で提唱されたもので、ドイツ語に特徴的な概
念ではなくそのままドイツ語に当てはめることが困難な面もあるが、論文審査
の場で、これらについての質問にも簡潔かつ明瞭に説明された。 
 ドイツ語の完了時制が登場し始めるのは８世紀の古高ドイツ語期であり、そ
れまでのゲルマン語には現在と過去の二つの時制しかなかった。このようなド
イツ語成立以前の時期の状況の中で完了性を表わすのに前綴り ge-しかなかっ
た古高ドイツ語の初期に、これらの時制体系を完璧に備えていたラテン語やギ
リシャ語から、聖書の福音書翻訳に際し、過去時制と競合しながらいかに haben 
(sein) ＋過去分詞による迂言的表現を作り上げていったかを金子氏は丁寧に跡
付ける。 
金子氏は、これらの知見を当時の実作品で検証すべく、古高ドイツ語のイシ
ドール、タツィアン、オトフリトなどのキリスト教の修道士による宗教作品の
膨大な資料に当たる。そして、それらをすべて、その翻訳のために聖書の原点
として利用されたギリシャ語、ラテン語の当該個所と比較することによって、
当時のドイツ語にとって新しい形式である haben (sein)＋過去分詞がどのように
定着して行ったのか、その過程を辿る。これは並大抵の努力ではない。しかも、
金子氏は論文で取り上げたほとんどすべての用例に文法的注釈と自らによる日
本語の翻訳を添え、それらの解釈に対する自己責任を明確に示している。この
ような研究姿勢は大いに評価すべきところである。 
さらに、時代の担い手が代わり、騎士が文化の中心となった中高ドイツ語期
の騎士による韻文作品から、『ニーベルンゲンの歌』と『クードルーン』の２大
英雄叙事詩および、ハルトマン・フォン・アウエの『哀れなハインリヒ』を取
り上げる。これらの作品に現われる全用例を抽出し分析した結果、古高ドイツ
語、中高ドイツ語諸作品に見られる用例でも、現在完了で表わされた場合には、
多くは発話状況と深く関係し、そこには現在性が見て取れると結論し、ドイツ
語の現在完了時制については、共時的にも通時的にも現在時間性、アスペクト
性、話法性の観点から体系的に記述できることを提案する。このように、本論
文はドイツ語の現在完了時制の通時的研究に新たな視点を提供し、この点で斯
界に大きな貢献をなすものと期待される。 
以上の理由から、金子哲太氏の学位申請論文は博士論文として十分価値ある
ものと認める。 
